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資料１ 

 

第２期 京都文化芸術都市創生計画（案）の市民意見募集の結果について 

 

 

１ 市民意見募集の概要 

⑴ 募集期間 

平成２８年１２月１２日（月）～平成２９年１月１９日（木） 

 

⑵ 御意見数 

応募者数：２２７人，１団体 

意見総数：３４１件 

 

⑶ 御意見をいただいた方の属性 

  ア 居住地（人）     

京都市在住 京都市外 不明 合計 

１４４ ３５ ４８ ２２７ 

  

 イ 年齢（人） 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 

３ ２９ ５６ ６５ ２４ 
     

６０代 ７０代 ８０代 不明 合計 

３５ ２ ３ １０ ２２７ 

 

 ウ 性別（人） 

男性 女性 不明 合計 

１４０ ７１ １６ ２２７ 
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２ 御意見の内容（詳細は，別紙のとおり） 

創生計画（案）に反映するもの（Ａ）は８件，創生計画（案）に記載済又は趣旨に含ま

れ，賛同いただいているもの（Ｂ）は２８３件，今後取組の推進に際して参考とするもの

（Ｃ）は５０件ありました。 

（単位：件） 

関連する項目 Ａ Ｂ Ｃ 合計 

１ 計画の背景 ０ １ ０ １ 

２ 基本方針について ０ ３ ２ ５ 

３ ４つの方向性について ８ ２３９ ３２ ２７９ 

 方向性１ 暮らしの文化や芸術に対する豊かな

感受性をもった人々を育む 

（１） （７９） （９） （８９） 

 方向性２ 多様な文化が根付く暮らしの中から，

最高水準の文化芸術活動を花開かせる 

（３） （５３） （５） （６１） 

 方向性３ 京都の文化芸術資源を活用し，文化を

基軸にあらゆる政策分野との融合により，新たな

価値を創造する 

（０） （５９） （１６） （７５） 

 方向性４  

様々な文化交流を推進し，京都の魅力を発信する 

（４） （４８） （２） （５４） 

４ 推進方法 ０ １０ ６ １６ 

５ 総論 ０ ２７ ９ ３６ 

６ その他 ０ ３ １ ４ 

合計 ８ ２８３ ５０ ３４１ 

   ※（ ）内の数値は，各方向性ごとの意見数 

 

 ⑴ 創生計画（案）に反映するもの（８件） 

・ 文化庁の京都への移転は，京都の都市格を向上させるものであるが，市民ひとりひ

とりにとって，どのような影響や効果をもたらすものであるのかがわかりやすく伝わ

るようにしてほしい。（他２件） 

・ 文化庁のサテライトの項目に，経済団体との交流もあるとよい。 

・ 京都国際舞台芸術祭は，成り立ちも含めて，非常によい事業である。今後，東京オ

リ・パラに向けた大きな主要な文化事業として開催していくことも考えられるので，

文化プログラムを進めるうえでの重要な位置付けの事業である。（他２件） 

・ 方向性４の「京都の文化芸術を伝える・魅せる」の中に記載されている「施策番号

１３１ 後援等による文化事業の支援亅は市民の文化芸術活動を支援するものである

ので，方向性１の「市民の文化芸術活動を応援する亅の見出しの中に分類した方が，

より分かりやすい。                            等 

 

 ⑵ 創生計画（案）に記載済又は趣旨に含まれ，賛同いただいているもの（２８３件） 

・ 京都には，年中行事や地域での祭りなど，文化が暮らしの中にたくさん息づいてい

る。これらを掘り起こして，光を当て受け継いでいくことが必要だ。 

・ 子どものうちから質の高い文化に触れることが重要であり，子どもへの教育の機会

を地道に提供し続けてもらいたい。 
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・ 文化芸術に親しむ機会が，文化芸術から遠いと思われる現場で増えることで，介護

や教育，子育ての質が向上したり，社会課題の解決への糸口となったりすることが期

待できる。 

・ 伝統的な文化芸術の継承や保存に力点を置くのではなく，千年後の京都に息づく文

化の創造に向けて取り組んでほしい。 

・ 京都駅の周辺エリアに新たな文化ゾーンが創出できれば都市格の更なる向上につな

がる。取り組むに当たっては伝統にこだわりすぎず，現代美術やマンガ・アニメなど，

幅広い芸術が花開くようにしてほしい。 

・ 文化を経済効果も見込めるものとして捉え，あらゆる分野とクロスさせて相乗効果

を図ることが，京都市政に大きくプラスになる。 

・ 文化財には至らないような京町家をはじめ，古民家，洋館，近代建築などの歴史的

建築物について，幅広く支援を講じてほしい。 

・ 若き芸術家を輩出するためにも京都市立芸術大学の移転整備を着実に進めてほしい。 

・ 文化庁の全面的移転は，地方創生のシンボリックな出来事であり，大きく文化の立

ち位置が変化していくことになる。観光等他分野と連携して経済の活性化をしていく

ために施策を打つことが，全国のモデルにもなりうる。 

・ ２０２０年の東京オリンピックの後に，人材や文化資源が育ち，引き継がれるよう

な仕組みづくりに努めてほしい。                      等 

 

 ⑶ 今後取組の推進に際して参考とするもの（５０件） 

・ 計画内容が抽象的になり，具体的な取組が不十分に終わってしまわないように進め

てほしい。 

・ 事業名を含めてもう少し身近に感じられ，参加しやすいものにしてほしい。  等 

 

３ 創生計画（案）に反映する内容（資料２参照） 

 

御意見 

※施策番号：市民意見募集時の番号 
修正ページ 

修正内容 

※施策番号：修正後冊子の番号 

方向性４の「京都の文化芸術を伝え

る・魅せる」の中に記載されている

「施策番号１３１ 後援等による文

化事業の支援亅は市民の文化芸術活

動を支援するものであるので，方向

性１の「市民の文化芸術活動を応援

する亅の見出しの中に分類した方

が，より分かりやすい。 

２２  方向性４の【京都の文化芸術を伝え

る・魅せる】に分類していた「１３１・

後援等による文化事業の支援亅を，方

向性１の【市民の文化芸術活動を応援

する】の「４６・後援等による文化事

業の支援」に修正。 
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御意見 

※施策番号：市民意見募集時の番号 
修正ページ 

修正内容 

※施策番号：修正後冊子の番号 

京都国際舞台芸術祭は，成り立ちも

含めて，非常によい事業である。今

後，東京オリ・パラに向けた大きな

主要な文化事業として開催していく

ことも考えられるので，文化プログ

ラムを進めるうえでの重要な位置付

けの事業である。（他２件） 

２６  京都国際舞台芸術祭の位置付けを推

進施策から重要施策に修正。事業内容

を，「京都国際舞台芸術祭は，平成２

２年度から開催している京都発の国際

舞台芸術フェスティバルです。京都，

日本，世界の先駆的・実験的な舞台芸

術を紹介するとともに，子どもの参加

の促進，次世代の人材の育成や本市の

重要事業との連携など，京都の未来を

見据えて展開していきます。」と追記。 

文化庁のサテライトの項目に，経済

団体との交流もあるとよい。 

４４  方向性４の「１１６★多様な文化活

動の場における文化庁のサテライト機

能（文化芸術関係者・団体の交流・連

携の創出等）を果たすための取組の推

進」の事業内容を，「二条城等の文化財

や，京都芸術センター等の文化活動の

現場を，幅広い文化芸術団体や芸術家

が集い，交流する文化庁のサテライト

機能（交流・連携の創出）を果たす場

として活用し，京都府・経済界との連

携を図りながら，新たな文化行政の裾

野を拡大することに貢献します。」に修

正。 

文化庁の京都への移転は，京都の都

市格を向上させるものであるが，市

民ひとりひとりにとって，どのよう

な影響や効果をもたらすものである

のかがわかりやすく伝わるようにし

てほしい。（他２件） 

４４  方向性４【文化の力で京都から地方

創生を実現する】に，箱書きで，「【京

都における文化庁移転の意義】」を追

記。（京都文化芸術プログラム２０２０＋

から引用） 

 

４ 今後のスケジュール 

平成２９年３月上旬   京都文化芸術都市創生審議会から市長に答申 

     ３月下旬   第２期 京都文化芸術都市創生計画策定 

 

 


